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図 4.20 提案ルートの例 

 
 そして、ユーザは提案された場所の情報を確認できるために、すなわち観光ルートの各

場所はユーザのニーズを本当に満たせるか、詳細な情報を表示するファンクションを作っ

た(図 4.21)。ユーザは Google Maps のある場所をクリックして、出たタブの場所の名前

の上にマウスを移動して、データベースに保存した関連情報(例えば、写真と場所の説明な

ど)を表示できる。 
 

 

図 4.21 詳細な情報の表示 
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4.7 結論 

 本研究では金沢寺町の個人観光ルート検索システムのプロトタイプを提案する。フリー

テキストの入力によってユーザの文句が分析され、ユーザのニーズに合わせるように、検

索条件に符合する場所が結果として示される。そして、すべての場所(ポイント)を遍歴する

ために、適切な歩行ルートを生成する。最後、グーグルマップを利用して、提案のルート

をビジュアル化する。且つ、ユーザはグーグルマップに添付されたタブをクリックして、

このルート検索システムによって提供される詳細情報を表示する。 
 このルート選択システムは他のルート計画システムと比較して、異なるところは検索の

メソッドである。ほかのルート計画システムの検索方法はユーザが事前定義されたオプシ

ョンから選べるが、本研究では、ユーザは自由にテキストボックスに検索クリエを入力で

きる。システムは自動的にファジィ検索方法を使ってユーザの要求を分析してから、オン

トロジーファイルを利用して、セマンティック分析を実行する。 
 金沢寺町で、観光・ショピングなど様々な情報があり、これらのすべてのデータを収集

するプロセスは多くの時間と精力がかかるので、本研究で、金沢寺町の部分の情報をルー

ト検索システムのデータベースに保存することに限られており、ユーザは寺町の「寺院」、

「神社」、「飲食店」、「食べもの」、「商店」などに関する情報を検索できる。この意味で、

本研究で提案したルート検索システムにより、すべてのユーザの要求を満たすことができ

ない。 
 今後の課題として、下記のようないくつかの問題を解決する必要がある。 
 第一に、本研究のシステムはすべての場所(ポイント)を遍歴するルートをひとつだけを生

成する。もし検索条件を満たす場所の数は多くなく、そして特定区域内に集中していれば、

システムは適切なルートを提案できる。ところが、もし検索の結果の数は、合理的な範囲

を超え、または地図上で散乱して分布していれば、すべての場所(ポイント)を遍歴するルー

トも生成できるが、あまり意味ないルートができ来る可能性もあり、その場合、案内のツ

ールとして、役に立たない。 
 第二に、ルートを生成するプロセスをシンプル化するために、最短経路アルゴリズムが

使われるが、周囲の環境・交通安全性などの歩行者の行為に影響を与える要因を考慮して

いない。それで、システムは金沢駅から最も近い場所(ポイント)を出発点となり、ユーザは

手動で出発点と終点を設定できない。 
 第三に、「CJKAnalyze」という単語分割ツールは文字列を 2 文字ずつの単語に分割する

ことが、ファジィ検索の能力を引き上げるが、日本語に適する単語分割方法を提案しない。

ユーザの肯定と否定の望みも区別できない。 
 今後の研究課題として、以上の問題を解決しなければならない。 
 クラスタリングアルゴリズムは一番目の問題を解決できる。クラスタリングアルゴリズ

ムを使って、これらの散乱分布の場所(ポイント)が集中している範囲、つまりポイントの密

度が高い範囲を識別できる。そのように、各範囲に提案ルートを生成できる。 
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 二番目の問題を解決するために、ユーザが結果の中のいくつかの行きたい場所を選択で

きるように開発することで、出発点と終点も自由に設定できる。 
 最後、適切な単語分割ツールも将来に改善すべき点である。日本語に合う単語分割ツー

ルがファジィ分析の正確性を引き上げる。且つ、肯定と否定の意味を総括する新しいオン

トロジーファイルを作る必要もある。 
  将来、このような観光ルート検索システムは Google Earth に応用したら、3D 画像のル

ートと周辺の環境等も確認できる。最後、この寺町観光ルート検索システムには制限があ

るが、ルート選択の研究に役に立つと思われる。 
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第 5 章 研究の結論 
本研究は，石川県金沢市寺町寺院群を事例として，3 次元モデル作成ツールを用いて歴史

的景観を CG により表現し，アンケート調査・分析によりその CG の活用可能性と用いた

CG 技術の期待される用途の検討を行った。そして、寺町ための個人観光ルート検索システ

ムを提案した。 
まず、寺町の歴史的景観を保存するために必要となる伝統的建造物保存地区制度につい

て、文献よりその概要と条件、過程について学んだ。次に、寺町区域の位置づけとして、

立地を現地調査と資料により把握し、宗教的特徴と民族的特徴を文献から読み取ることで

現在の寺町の基本的な特徴を把握した。そして、寺町の成り立ちと景観の歴史的変遷につ

いて資料を元に整理を行った。整理した結果と現在寺町の保全のために定められている寺

社風景保全条例より抽出した寺町の表現に欠かすことができない空間的要素について、説

明を行い、由緒ある歴史があるということや今までどれだけ歴史的景観が失われてきてお

り、これ以上失うことがないよう保存の必要性を示した。 
抽出した寺町を構成する空間的要素の CG を作成するためどのような方法があるかいく

つか候補を挙げ検証を行い、より使いやすく機能性のある SketchUp を今回の研究で用い

る 3 次元モデル作成ツールとして選定した。またそのツールと Google Earth と連動するこ

とで作成した CG を地形データに配置することが出来、町並みの構成も可能であるという

ことからも SketchUp を本研究で用いることがふさわしいことを示した。研究の意義で挙

げた意義を満たすためには本研究において、どの程度の精度で CG を作成したらよいかを

考察し、目的ごとの必要な精度を満たすための要素についてまとめた。そして、表現をす

る時代についての検討を行い、その結果寛文期を対象とすることを決定した。それは、実

際に SketchUp を用いた CG 作成にあたり、SketchUp を用いた各空間的要素の CG 作成法

を具体的な例を用いて掲示することで、寺町に実際に存在する空間的要素についてイメー

ジを膨らませることが出来ると考えたためである。 
予想以上に寺院に関するデータが不足したことから、寺院の CG を配置する予定であった

場所は空き地や環境工作物でカバーするほかなく寺町の寛文期の歴史的景観を表現できた

とは言えないが、歴史的雰囲気を伝えるには問題ないと考えた。また寺町の特徴のひとつ

として、足軽屋敷の存在が挙げられ、今回の CG 作成でも足軽屋敷に関しては細かく作成し

た。 

その後 CG 化した寺院、武士系屋敷、町家、樹木についての精度と活用価値の分析を行

った。寺院に関しては、今回作成した要素の中で最も資料が存在したこともあり、寺院の

外形については実測や色彩を除いてそれなりに高い精度のものとなったと考えられる。し

かし本来の目的である、寛文期の寺院の様相を正確に表せているかどうかは少々疑問が残

る。それは今回作成した寺院の色彩には、現地写真や白黒の立面図を用いていることから、

その当時の色となっているか不明であり、その時点で歴史的景観の一部を成すものとして
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の寺院を表すことができていないと推察される。しかしながら、形状はそれなりに出来て

いることから、細かな部分まで説明することの無く、住民に歴史的な雰囲気についての共

通のイメージを抱かせるためのプレゼンテーションに用いる資料としては、活用価値があ

るのではないかと考えられる。 
武士系屋敷については、外形の作成の段階で、資料が平面図と屋根の位置図しかなかっ

たことから、精度はそれほど高くはない。また、建造物の色彩に関する根拠となる資料は

ないということからも、伝建地区調査や保存修景に活用する資料としての精度も活用価値

も現段階ではそれほどないと考えられる。ただし、一つ一つではなく、武士系屋敷を並べ

た町並みで見ると、それなりの歴史的な雰囲気を醸し出しているように見える。したがっ

て、住民へのプレゼンテーションにて用いる視覚的資料において、町並みを見る分には活

用価値があるのではなかと考察できる。 
町家については、作成に用いる資料が、平面図と立面図 1 面のみであり、武士系屋敷と

同様に、精度は高くなく、伝建地区調査や保存修景に用いる資料としての精度と活用価値

は現段階ではそれほどないと考えられる。しかしながら、町家も金沢での特徴を踏まえ、

連続的に並べた町並みは、町家が建ち並んだ雰囲気を醸し出していると考えられるので、

住民へのプレゼンテーションにて用いる視覚的資料において、町並みを見る分には活用価

値があるのではなかと考察できる。 
樹木については、保存樹・保存樹林については、資料もほぼ揃っており、高さ等のデー

タも正確であるので、住民へのプレゼンテーションに用いる資料はもちろん、伝建地区調

査や保存修景についての資料に活用可能であると考えられる。 
本研究で作成した CG の活用価値としては，CG 作成の根拠となる資料があまり多くはな

い建造物が多く，形状の表現の曖昧さがあるということ，空白地が多いことから，歴史的

景観の表現にいたっておらず，また精度も低いことから現時点の CG では伝建地区調査や

保存修景に用いる資料としての活用価値はあるとはいえない。ただ，部分的な景観であれ

ば，アンケート結果からもわかるように，伝建地区調査の資料としても活用可能であると

考えられる。 
したがって，現時点でも活用価値があるのは，アンケート集計からもかわるように住民

説明会等において，住民へ共通イメージを抱いてもらうための資料としてのみであると考

えられる。 
また，本研究において，少ない資料からも掲示したようなそれなりにリアリティのある

CG を作成できたことは大きな成果であると考えられる。これから，この技術をさらに高め，

さらなる精度の向上へとつなげていけるよう尽力したい。 
一方、金沢寺町に伝統的建造物保存区域を体験に来る観光者には、個人観光ルート検索

システムが便利な検索ツールと考えられる。このシステムはフリーテキストの入力によっ

て、ユーザのニーズを分析でき、検索条件に合うような場所を結果として提示できる。そ

して、すべての場所(ポイント)を遍歴するために、適切な歩行ルートを生成する。最後、グ
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ーグルマップを利用して、提案のルートをビジュアル化する。且つ、ユーザはグーグルマ

ップに添付されたタブをクリックして、このルート検索システムによって提供される詳細

情報を表示する。他のルート計画システムと比較して、区別は検索のメソッドである。ほ

かのルート計画システムの検索方法は、ユーザが事前定義されたオプションから検索でき

るが、本研究では、ユーザは自由にテキストボックスに検索クリエを入力できる。システ

ムは自動的にファジィ検索方法を使ってユーザの要求を分析してから、オントロジーファ

イルを利用してセマンティック的分析を通して、ユーザは寺町の「寺院」、「神社」、「飲食

店」、「食べもの」、「商店」などに関する情報を検索できる。 
しかし、このルート検索システムにより、すべてのユーザの要求を満たせない。そこで、

今後、下記ような問題点を解決する必要がある。 
 今後の研究課題として、存在している問題を解決する予定である。 
 まず、もし検索の結果は、一定の範囲を超え、または地図上で散乱していれば、すべて

の場所(ポイント)を遍歴するルートも生成できるが、あまり意味ないルートが出てくる可能

性がある。クラスタリングアルゴリズムはこの問題を解決できる。クラスタリングアルゴ

リズムを使って、これらの散乱分布の場所(ポイント)が集中している範囲、つまりポイント

の密度が高い範囲を識別できる。そのように、各範囲に提案ルートを生成できてから、全

体のルートを繋ぐようにすることができる。 
 つぎに、ルートを生成するプロセスをシンプル化するために、最短経路アルゴリズムが

使われたが、周囲の環境・交通安全性などの歩行者の行為に影響を与える要因を考慮して

いない。それで、システムは金沢駅から最も近い場所(ポイント)を出発点となり、ユーザは

手動で出発点と終点を設定できない。この問題を解決するために、ユーザがいくつかの行

きたい場所を選択できる機能を開発し、出発点と終点も自由に設定できるようにする必要

がある。 
 最後、今単語分割ツールは文字列を 2 文字ずつの単語に分割することが、ファジィ検索

の能力を引き上げるが、日本語に適する単語分割方法を提案していない。ユーザの肯定と

否定という意味を区別することができない。適切な単語分割ツールは将来の改善点である。

日本語に合う単語分割ツールがファジィ分析の正確性を引き上げる。且つ、肯定と否定の

意味を総括する新しいオントロジーファイルを作る必要もある。 
将来的には、この観光ルート検索システムを完善し、Google Earth に応用したら、3D 画

像でルートと周辺の環境等を確認できると考えられる。 
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附録  

寺町寺院群周辺の現況全周囲

画像撮影作業報告 
  



 

寺町寺院群復元 CG－全体像 

   

寺町寺院群周辺の現況全周囲画像撮影作業報告 

１． 目的 

藩政期における金沢市寺町周辺の寺町寺院群を３D－CG（三次元コンピュータグラフィッ

クス）で復元し、現在の風景と対比することを目的として対象範囲の風景画像を撮影した。 

２． 概要 

復元した 3D－CG は Google SketchUp で作成しており、Google Earth を標準の閲覧ツー

ルをしている。撮影は、対象範囲で撮影可能な路線を抽出して行い、Street View と同等の

表示ができるよう全周囲撮影を行った。速やかな撮影作業を行うため、移動体として普通

自動車を使用し、車両の上部に 360°カメラを設置した装置を使用した。撮影範囲を次頁

に示す。 

 

 

 



 

IP-S2 Lite ユニット 

３． 撮影機材および撮影 

１）撮影機材 

撮影機材として、(株)トプコンの「IP-S2 Lite」を使用した。普通自動車のキャリアに機

器を載せ、走行しながら連続画像を撮影する装置である。装置は、360°カメラ、GPS、IMU

のセンサーを一体化したユニットで幅広い車種に搭載可能なシステムである。 

各センサーの主な仕様を次に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

IP-S2 Lite の仕様 

IP-S2 Lite ユニット  

データ更新レート  100Hz 

入力電源  入力電源電圧 9V～28V 

入出力ポート  USB、Ethernet、全方位カメラ、GPS アンテナ 

使用温度範囲  -30℃～60℃ 

耐環境性  IP66 

寸法  200mm x 230mm x 110mm（突起含まず） 

質量  3.64kg 

GPS 受信機    

チャンネル数  40 チャンネル 

 GPS L1 キャリア、L1CA 

データ更新レート  10Hz  

GPS 測位精度  水平精度 RMS サブメーター DGPS(SBAS)対応予定 

IMU    

検出方式  MEMS 

ジャイロバイアス  25°/h 

加速度バイアス  8.0 mG 

全方位カメラ    

カメラユニット  CCD カメラ 6 個 

最大解像度  1600(H)×1200(V)pixel 

使用温度範囲  0℃～45℃ 

（株）トプコンのホームページより 

 

撮影車両 



 

撮影画像（画像の調整前） 

 

撮影画像（調整後の画像） 

２）撮影 

360°カメラ、GPS、IMU のセンサーを一体化した「IP-S2 Lite」を使用し、全周囲画像

を取得した。 

撮影は画像に明るさの違いが少なくなるよう、曇り空の早朝か晴天時の晴天時 10 時～14

時頃に撮影を行った。尚、ハレーションに注意し、若干暗めの設定で撮影した。 

撮影した画像の色を自然に近い色に調整した。 

 



４． 撮影データデータの利用法 

撮影したデータは、Google Earth で全方位が確認できるよう。Google Earth API より

<PhotoOverlay >を使用し、360°の視野を確保した。 

 

------------------サンプル KML ファイル------------------------- 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<!--  PhotoOverlay with an ImagePyramid--> 

<kml xmlns="http://www.opengis.net/kml/2.2"> 

  <PhotoOverlay id="01"> 

    <name>01</name> 

    <Camera> 

      <longitude>136.648139059894</longitude> <!-- 仮想カメラ（眼点）の経度--> 

      <latitude>36.5480205326534</latitude> <!-- 仮想カメラの緯度--> 

      <altitude>5</altitude> <!-- カメラの地表からの距離（ｍ）。 --> 

      <heading>0</heading> <!-- 度数で表したカメラの向き（方位角）0 は真北 --> 

      <tilt>90</tilt> <!-- X 軸を中心としたカメラの回転（°）。 

0：視点が地面 90：視点が水平方向 180：視点が真上--> 

      <roll>0</roll> <!-- Z 軸を中心としたカメラの回転（°）。 

値の範囲は -180～+180°--> 

      <altitudeMode>relativeToGround</altitudeMode> 

        <!--relativeToGround 地面からの距離（ｍ）--> 

    </Camera> 

    <Style> 

      <IconStyle> 

        <Icon> 

          <href>ico_camera1.gif</href> 

        </Icon> 

      </IconStyle> 

    </Style> 

    <Icon> 

      <href>2010-0608-062601A_000710.jpg</href> 

    </Icon> 

    <ViewVolume> 

      <leftFov>-180</leftFov>  <!-- kml:angle180 --> 

      <rightFov>180</rightFov>   <!-- kml:angle180 --> 

      <bottomFov>-90</bottomFov>  <!-- kml:angle90 --> 

      <topFov>90</topFov>  <!-- kml:angle90 --> 

      <near>5</near>  



 

画像位置をアイコンで表示 

    </ViewVolume> 

    <Point> 

      <coordinates>136.648139059894,36.5480205326534,0</coordinates> 

    </Point> 

    <shape>sphere</shape>              

 <!-sphere 球体のパノラマ。球体の半径は、<near> と同じ値--> 

  </PhotoOverlay> 

</kml> 

-----------------------------以上----------------------------- 

 

５． 画像データ 

画像データを Google Earth で表示した結果を次に示す。 

１）画像の位置をアイコンで示す。 

 



 

画像を球体で表示 

 

前方上部を表示 

２）画像を球体として表示することにより、画像を全周囲で表示可能となる。 

３）画像を全周囲で表示 



 

右側より前方を表示 

 

右側より後方を表示 
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様式－３－３  

Creative historical value of traditional conservation district using 
Semantic Web 
 
Investigators 
Mistuhiko KAWAKAMI, Zhenjiang SHEN 
Environment School, Kanazawa University, Japan 
 
Part 1: Historic landscape restoration using Google Sketchup and Google Earth for gaining 
consensus of design guidelines in Kanazawa traditional temple area 
 
Introduction 

Google’s technology is employed for visualizing the historic landscape in a traditional 
temple area in order to achieve a design guideline regarding repair and landscape works for the 
temple buildings. The simulation reproduces the historic landscape not only as a survey material, 
but also an effective means of deepening residents’ understanding of the historic area. In this 
chapter, we attempt to employ Google technology for grasping important points of the historical 
landscape in the temple area, and verified the possibility of Google Sketchup and Earth. 

Kanazawa is located in the Sea of Japan coast of Ishikawa Prefecture as the central city of 
The Hokuriku Region. The city was originally formed in 1546, but the rise as a city from the 
formation of Kanazawa castle town was during the local Maeda former home field advantage. 
Since the formation of the Kanazawa castle town in Edo period, its appearance has changed, but 
urban geography, historic urban form and other characteristics have been preserved until now.  

According to ancient painting, history recodes, drawings and other materials, we suggest to 
model the traditional buildings using Google SketchUp and upload to Google Earth in order to 
make the synthesis of the continuous, virtual and historic landscape. In addition to providing 
historic landscape simulation to local government as survey material, the virtual landscape can 
be opened up to public through Google Earth, in order to promote the understanding of historical 
landscape. 
 

Research approach 
As mentioned above, we attempt to employ Google SketchUp and Google Earth for representing 
the virtual, historic landscape of Traditional Temple Area in Kanazawa city and using Google 
Earth to achieve the net participation.  
For opening up planning information and sharing planning experiences in different sites, the 
feature of SketchUp is the 3D Warehouse that lets SketchUp users search for models made by 
others and contribute models, which is very amazing for planners to comparing similar urban 
projects in different locations, because it also includes features to facilitate the placement of 
models in Google Earth.  
In this study we retrieve the topography of the traditional temple area from Google Earth, which 
is imported into SketchUp for making 3D models of temples and roads at correct locations. After 
3D modeling, all the models can be uploaded to Google Earth from SketchUp to visualize 
historical landscape and achieve net participation (Figure 1).After finishing the modeling of 
temples using SketchUp and locating them in the traditional temple area in Kanazawa City in 
Google Earth, a questionnaire is conducted for investigating the effectiveness of the virtual 
historic landscape to the members of our research group members. Questionnaire focused on the 
effectiveness and possibilities of Google Technology on visualization and public participation. 
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Part 2: Ontology-based personalized route planning system: A case study of Kanazawa 
City 
 
1. Introduction 
With the rapid development of computer technology and the sprawl of internet, the information 

technology is regarded as an efficient method to share the information and solve the complicated 
problems.  

Semantic Web is utilized in our research, which is an evolving development of the World 
Wide Web in which the meaning (semantics) of information on the web is defined, making it 
possible for machines to process it. That means the web will be more intelligent and 
knowledge-rich. The Semantic web is the core of next generation network.  

Ontology is one of the technologies utilized in Semantic Web as a form of knowledge 
representation about the key word or some part of it. It is intended to provide a formal 
description of concepts, terms and relationships within a given knowledge domain. It can be used 
to reason about the properties of the domain, and try to describe the domain. Ontology is also 
used to for the research of route planning.  

We propose a prototype of an ontology-based intelligent system framework to support the 
personalized route planning process in Kanazawa City. Kanazawa is a historical city with 
famous traditional architecture, temple and merchant areas etc. Because the amount of places in 
these areas is large and different places have their own figures, it costs much time for people 
who want to survey or travel in the city without route navigation. We aim to use the semantic 
analysis method to understand the people’s needs, and then find the most relevant places that can 
satisfy the users. In order to visualize the results and make it easier for people to move in the city, 
a shortest route will be recommended which can traverse these relative places and be displayed 
by Google Maps. 
 
2. Research Approach 
In order to generate the supposed route, we should select the places which can satisfy the users’ 

needs. But how to select the proper places in Kanazawa is very important for route generation. 
And save large amounts of data into database is a convenient method for search better than maps 
or guide books. If we can understand users’ desire, in other words if the semantic analysis 
method can be used for the search query, the search convenience will be promoted. And the 
semantic analysis method can be provided in a certain degree by saving the relevant information 
of each place into ontology files. Then, the next problem is how to connect each supposed place 
to be a route. This time in order to simple the problem, we used the shortest route algorithm in 
our research. At last, considering the convenience and customization, we use Google Maps to 
display the supposed route. 
Although there are many route planning models try to provide a personalized route for a district 

or a city, users can only select items from the defined option lists or checkboxes. So, in this 
paper, we try to suppose a method to solve the problem that how can we understand the user’s 
needs if their needs were input freely in a sentence or a phrase. In this study we emphasize the 
semantic analysis for geographic information, for instance, where users want to go or what kind 
of place they want to travel, such as the historical buildings, museum etc. Next, how to prove 
that why these result places are consistent with user’s thought. And then how to display a route 
to show the relevant results places. 
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本研究では、金沢市寺町寺院群を事例とし

て，WEB技術を用いて，伝統的町並みの歴史的

景観をCGにより表現し，活用可能性を示すこ

とを目的とした。情報技術を使い、金沢寺町

での寺院・店舗の様々なデータ(歴史、文化財、

建築、店舗の種類など)を収集・整理・分類し、

そして、セマンティック・ウェブ技術を用い

て，WEB検索を通じて、観光ルートをディジタ

ルマップに表示することを目的とした。 

本研究は、以下の方法によって実施された。

1)WEB技術を用いた歴史的景観のCGの作成 

①金沢市寺町区域を構成する空間的要素につ

いて調査し、都市構造ついて検討する。 

②3次元モデル作成ツールの検討を行う。 

③選定した3次元モデル作成ツールを用いて

寺町を構成する3次元要素の作成と作成方法

を検討する。 

④作成した寺町のCGについて，WEBと金沢市寺

町寺院群区域伝統的建造物群調査研究会にて

公開し、アンケート調査を行う。 

 

2) Semantic WEB技術を用いた歴史的価値が

ある観光ルートの検索方法の提案 

金沢市寺町を対象として、検索システムを

開発する。 

①寺町での場所情報を検索リソースとして、

データベースに構築した。 

②各寺院・神社・商店などの情報を明確的に

抽出し、データフォーマットを構築し、Onto

logy-basedのデータベースを構築する。 

③検索インターフェースを設計し、データテ

ーブルのファジィ検索モジュールとセマンテ

ィック分析モジュールを含む。 

④検索条件に満たす場所を遍歴できる最短ル

ートを生成する。Google Maps APIを利用し

て、提案されたルートを表示する。システム

により関連情報をカストマイズのタブを各場
所に表示させる。 

これらの研究目的に対して、予想される結

果とその意義について、次のようにまとめら

れる。 

まず，伝統的建造物保存地区指定のための

調査資料として3次元データの提供をすると

いうことである。 

次に，現存する建造物を参考にし，歴史的

資料（絵図，古地図や住民が保管している建

物の立面、平面図）から3次元化を行うことに

より，CGによる過去の景観の再現を可能にし

た。そして，歴史的景観の保全には，住民の

協力が不可欠であるということから，WEB技術

を用いて歴史的景観を住民に公開することに

より，住民同士に共通イメージを抱いてもら

い，歴史的景観の保全活動への動機付けにつ

なげていくということも挙げられる。 

まだ、Semantic WEB技術を用いた歴史的価

値がある観光ルートの検索方法は，各寺院の

歴史的・文化的価値と景観の特徴，各商店の

情報などをデータ化して，データベース化に

したことにより，普通の観光ガイドマップ・

本では扱えないようなルート検索を提供す

る。セマンティック分析とGoogle Mapsでのル

ート表示は，観光者には，観光に行くとき、

歴史的建造物と商店などさまざまな情報と特

徴をあらかじめ提供し，観光ルートも視覚化

することができる。 
 




